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要旨
「(仮称）三重県宮川流域下水道浄化センター」の建設予定地北端で発見されたヒヌマイトトンボ個体
群の保護のため、生態学的調査の指導と生息地の保全の策定に協力し、土木や事務が専門である行政担
当者に助言や提言を理解してもらう基礎として、２０００年から５年にわたって生態学的知識の紹介を目
的としたセミナーを実施した。２００４年度のセミナー終了後、参加者にアンケートを採った結果、ほと
んどの回答者はセミナーが業務に役に立つとlul答した。行政が口然環境の保全を考えるには、大学等の
専門的組織と連携した研修等のシステム策定が重要といえる。
キーワード：セミナー、生息地保全、ミチゲーション、絶滅危慎種、ヒヌマイトトンボ
１．はじめに
ヒヌマイトトンボMO7to/ｚｑ印jo/z/zj7osejは、環境庁が２０００年４月１２日に公表したレッドリストに
おいて、絶滅危愼Ｉ類に指定されている。これまでに発見されたほとんどの生息地は、海水が入り込
む汽水域に成立したヨシＰ/z7ag77zjtescommLL"ｉｓを主体とする群落であった（染谷，1998)。これらの
群落は、近年、河川の水質汚染や河岸・河口の改修、埋め立てなどの開発で減少の一途をたどり、ヒヌ
マイトトンボの保全策の検討が急務となっている（廣瀬，1985)。
1998年、三重県伊勢市の宮川河口域に計画された「(仮称）三重県宮川流域下水道浄化センター」に
関する環境アセスメント事後調査において、北端に接する用水路のヨシ群落内でヒヌマイトトンボが発
見された。この水路は、流れ込む淡水（家庭排水）と海水のバランスで汽水状態が保たれていた（渡辺
ら，2002)。したがって、当初の計画どおり下水道浄化センターが完成すると、生息環境は変化し、こ
の個体群は壊滅してしまうと予測されたので、三重県は保全対策を計画することになったのである。し
かし、当時、ヒヌマイトトンボの日本における生息地の分布は愛好家によって詳細に記録されていたに
過ぎなかった（たとえば、二宗，1997)。そのため、ヒヌマイトトンボの日周活動や個体群動態は不明
で、保全計画を立てるための前段階となる定量的な生態学的研究を必要としていた。我々は三重県から
の要請を受け、ヒヌマイトトンボの生態学的調査を指導するとともに、その調査結果を解析し、保全に
協力することとなった。
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近年の公共工事では、自然に配慮した工事や希少生物の保護などが考慮され、自然環境保全への意識が
高まってきている。発見されたヒヌマイトトンボの保全に関しても、行政側は意欲的に取り組み、研究者と
円滑な連携をとれる可能性がうかがわれた。しかし、このような公共事業に関わる担当者は、土木または事
務の専門家であり、これまで受けてきた教育や研修にも、生態学的な内容が含まれていたことはない。したがっ
て、研究者が保全にかかわる助言や提言をしても、意味が理解できなかったり、保全のために実施したこと
が、結果として生息環境を破壊する（たとえば、日本自然保護協会，2003）ことにもなりかねなかった。そ
こで、2000年から５年間にわたって、「生態学セミナー」を開催して、保全を考える上で基礎となる生態学
を紹介することとした。ここでは、本セミナーに参加した工事担当職員等の意識をアンケートにより解析し、
公共工事において自然環境保全を効果的に行なう際に、行政職員に必要な研修のシステムについて考察する。
2．セミナーの開催
本セミナーの主たる対象者は、三重県の工事担当職員や本庁の担当部局職員、環境調査等を行なうコ
ンサルタント会社関係者であった。2000年１０月から開始したセミナーでは、それまでに得られたヒヌ
マイトトンボ調査の解析結果の報告と、それを理解するための基礎としての一般的な蜻蛉目昆虫の生活
史や個体群動態、繁殖戦略をテーマとしている（表１)。ヒヌマイトトンボの新しい生息地を創るため
には、蜻蛉目昆虫だけでなく、その生息地に関わる他の動植物の生態もある程度理解しておかねばなら
ない。そこで、２００１年度は、蜻蛉目昆虫に限らず、植物群落学方法論などのハウツーものや、環境生
態学概論、精子間競争などという生態学の基礎理念やトピックも扱うことにした。
２００２年度からは、セミナーの開催場所を三重県南勢志摩県民局に移し、生態学の基礎的な内容を系
統的に紹介することにした。この年から、南勢志摩県民局の農林や生活環境、企画など、すべての部局
にセミナーの開催を通知したので、すべての職員が参加できる機会を作ったことになる。様々な部局の
職員が、生物の保護や自然環境保全を考えるための基礎を身につければ、各業務において、保護・保全
を少しでも意識した施策が展開できるかもしれないｃまた、近年の財政難により、事業の見直しや効率
化など、各部局が予算の削減に努力している状況下では、多額の費用と時間を要するヒヌマイトトンボ
保護の取り組みは理解されにくく、工事担当職員はその必要性の説明に苦慮する可能性がある。したがっ
て、他部局の職員に生態学の基礎を紹介することは、保護のための工事や調査の必要性の理解につなが
ることが期待された。ヒヌマイトトンボに対するこのような保全事業を息長く継続するには、工事担当
職員ばかりでなく、他部局の職員や地域住民の理解を得ていくことも重要だからである。
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表１開催されたセミナーの実施年月日とタイトル、参加者数等の一覧
参加者数年度 開催時間開催場所 セミナータイトル開催日
樹林一池沼複合生態系におけるイトトンポ類の生活史
汽水域のヨシ群落に生息するヒヌマイトトンボの日周活動
里山に生息するカワトンポの繁殖戦略
水田域を利用するアカトンポ類の個体群構造
上ヌマイトトンポの個体群動態と幼虫の分布構造
2000年度第１回１０月２３日（月）
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トンボ類の保全生態学
植物群落学方法論
チョウ類の個体群生態学
環境生物学概論
ヒヌマイトトンボの生活史戦略
アゲハ類の吸水行動
シロチョウ類の繁殖行動
昆虫類の精子間競争
2001年度第１回４月２３日（月）
第２回５月２６日（士）
第３回６月１８日（月）
第４回９月２１日（金）
第５回１０月２２日（月）
第６回１１月１９日（月）
第７回２月１８日（月）
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間違いだらけの環境問題～ムードに流されないために～
生態系の構造と龍物濃縮
生態学的地位とは何か？～オーストラリアの有袋類を中心に～
恐竜の絶滅が我々に教えるもの(1)
恐竜の絶滅が我々に教えるもの(2)
人口爆発～産めよ増やせよ地に満ちた～
種内競争と生活史戦略
食糧危機と品種改良
保護と保全、そして管理
伊勢庁舎
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伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
2002年度第１回５月１７日（金）
第２回６月２１日（金）
第３回７月１９日（金）
第４回９月６日（金）
第５向１０月４日（令）
第６回１１月８日（金）
第７回12月６日（金）
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生物の進化・地球環境の変遷
遺伝子の働き・コンピューターソフト
古典的動物行動学・ノーベル賞３人男
古典的動物行動学・ローレンツの功罪
古典的動物行動学・５人の美女
個体の環境・ハト派とタカ派
ハト派とタカ派・戦略と戦術
一族郎党・血縁淘汰
母は強し｡されど・・・
雄と雌・男と女
４月２４日（木）
５月２２日（木）
６月２０日（金）
７月１７日（木）
８月７日（木）
９月２６日（金）
１０月１７日（金）
11月１４日（金）
12月５日（金）
１月３０日（金）
２月２７日（金）
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18:00～20:00
18:00～20:00
18:00～20:0０
18:00～20:00
17:30～19:3０
伊勢庁舎
伊勢庁舎
伊勢庁舎
個体数推定の方法と技術
トンボの生活・ヒトの生活
ヒヌマイトトンボに関する調査について
Ｊ
ｊ
Ｊ
金
金
金
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2004年度第１回
第２回
第３回
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表２セミナー参加者内訳
開催年度セミナー参加者職種等
2000 2001 2002 2003 2004
下水道関係県職員
下水道関係市町村職員
その他県職員
環境調査委託事業者等
学生・教員等
一般県民
参加者数合計
（２２％）
（１４％）
（４％）
（１６％）
（４４％）
（０％）
(１００％）
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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Ｊ
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％
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％
％
％
６
５
６
７
５
０
０
３
４
０
１
く
く
く
く
く
く
く
９７（４６％）
３（１％）
６８（３３％）
２４（11％）
９（４％）
８（４％）
209（１００％）
（３４％）
（０％）
（３６％）
（５％）
（７％）
（18％）
(100％）
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ
ｊ
％
％
％
％
％
％
％
６
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１
２
１
０
０
５
１
２
１
０
１
く
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く
く
く
く
く
９
２
３
ｕ
師
０
｜
｜
開
１
１
５
５
６
７
仏
０
｜
｜
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０
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１７
４７
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１
０
６
２
６
０
｜
｜
閲
３
１
２００４年度に行なったセミナーは、主に下水道浄化センター建設に関わる職員を対象とした。これまでの
調査結果がまとまり始めたので（Watanabe＆Mimura，2003,2004；岩田・渡辺，２００４；松浦・渡辺，
2004)、一般的な蜻蛉目昆虫の生態や調査方法を説明した後、ヒヌマイトトンボの生態や生息地の環境条
件をまとめ、保全に対する提言を行なうようにしている。すなわち、本種の成虫は処女飛翔（Corbet，
1999）を行なわず、羽化した場所からほとんど移動しないこと、静l上場所はヨシ群落内の高さ２０cmほど
であり、捕食者となるアオモンイトトンボが侵入できないほど暗く、密なヨシの桿が生えていること、幼
虫は他種に比べて塩分耐性が強いこと、などであった。これらの調査結果を基にした保全策により、２００４
年度末の段階で、既存生息地の総個体数は発見時より増加し、創出地への進出も順調に進んでおり、ミ
チゲーションは成功しつつある。生態学的な知識の基礎を学習し、ヒヌマイトトンボの保護に真剣に取り
組んだ工事担当職員の努力がなければ、ここまでの結果は得られなかったにちがいない。
最初の２年間のセミナーは三重大学教育学部で開催したため、学生や教員等の出席者が相対的に多かった
(表２)。県の下水道関係者の参加者数は2000年度に１９名、２００１年度に３５名である。下水道の供用を受
ける市町村の担当者も、２０００年度が１２名、2001年度が５名参加した。このセミナーは、原則として勤務時
間外（１８時開始，２０時終了）に行なっているため、勤務場所や自宅がセミナー会場から遠い出席者の場合、
帰宅時刻が遅くなり、負担は大きかったかもしれない。一概に参加者数だけで判断はできないものの、予算
的・人的に余裕のない市町村職員の参加者数が２年目に激減したからである。この状況を他部局の職員が第
三者的立場で見ると、「絶滅危倶種とその生息地保全に関わると、仕事の負担が増える」という負のイメー
ジになりかねない。担当職員にできる限り負担をかけないセミナーの開催方法を工夫すべきかもしれない。
２００２年度のセミナーは９回開催し、参加者数はのべ209名であった。そのうち、下水道浄化センターに関
わる県職員は９７名で、それ以外の県職員は６８名が受講している。２００３年度の開催数は１１回、参加者は
のべ255名となり、そのうち、下水道浄化センターに関わる県職員は８６名であった。一方、下水道事業に
直接関係のない県職員の参加者数は95名となり、下水道浄化センターに関わる職員の参加者数を上回った。
担当部局の所属長名で開催を通知したセミナーなので、半ば義務的に参加した職員がいたかもしれないが、
他部局や他の県民局などから毎回参加した職員が存在したことは、県職員の生態学に対する関心が低くはな
いことを示している。しかし、参加者は、技師や主事などの若い職員よりも、主幹や主査クラス以上が多く、
将来の人材育成という視点では課題が残った。
２００４年度は３回のセミナーを開催し、参加者はのべ５５名であった。そのうち下水道に関わる県職員は３１
名と、ほぼ半数を占めた。前年度のように積極的に外部へ開催の連絡をしなかったためか、他部局から参加
した職員は１割にすぎない。他部局の県職員の参加を促す有効な手段は開催の通知方法だったといえよう。
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表３回答者の基礎データ
職種 事務系
技術系
Ｊ
Ｊ
％
％
０
０
０１
く
く
０
２
１
年齢 ２０代
３０代
４０代
５０代以上
２（
６（
２（
２（
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
％
％
％
％
７
０
７
７
１
５
１
１
』性別 男性
女性
1２（100％）
０（０％）
現グループでの年数 1年未満
l～２年
2～３年
3年以上
７（
３（
０（
２（
58％）
25％）
０％）
17％）
表４回答者の生物の学習歴と生物への興味・関心
高等学校で生物を勉強しましたか？ ７（
５（
l（
６（
58％）
42％）
14％）
86％）
はい
いいえ
はい
いいえ
｢はい」と答えた人にお聞きします。生態学に関する内容はありましたか。
大学で生物学の講座等をとりましたか？ （８％）
（８３％）
（８％）
（０％）
(100％）
はい
いいえ
無回答
はい
いいえ
１
０
１
－
０
１
１
一
｢はい」と答えた方にお聞きします。生態学に関する内容はありましたか。
現在の業務にかからわず、生物学やﾉﾋ態学に興味はありましたか。 ｊ
Ｊ
％
％
０
０
５
５
く
く
６
６
はい
いいえ
現在の業務にかかわらず、生き物に興味はありましたか。 ｊ
Ｊ
％
％
７
３
６
３
く
く
８
４
はい
いいえ
3．アンケート
2004年度のセミナー終了後に、工事担当職員に対して、アンケート調査を行なった。回答者は１２名、
年齢は半数が３０代で、すべて技術系の職員で、１０名が現在の職場に在職して２年未満である（表３)。
高等学校で生物学を履修したと回答したのは半数ほどで、その中に生態学的な内容が含まれていたと
回答したのは１名に過ぎなかった（表４)。高等学校時代に土木や建築等の専門的な教育を受ける場合
は、生物学が必修ではないからである。現在の高等学校学習指導要領（平成１１年３月、文部省告示）
では、工業や農業の専門教育で「環境保全」が取り上げられているものの、内容は簡素で断片的であり、
基礎となる生態学を履修するシステムは存在しない（東，1999)。したがって、今後採用される新規職
員も、当該部局へ異動してくる職員も、同様の教育しか受けていないと考えるべきであろう。
大学時代になると、生物学を履修しない傾向はさらに顕著となり、ほぼすべての回答者が生物学の講
義を受けなかったと答えている。それにもかかわらず、半数は「生物学」や「生態学」に興味・関心を
示し、広い意味で「生き物」に興味を示したのは半数以上に上った。近年は、多自然型111作りや環境に
配慮した圃場整備などのような自然環境に配慮した工事が求められている（バイエルン州内務省建設局，
1993)。しかし、生物への興味・関心だけで、ヒヌマイトトンボのような絶滅危倶種を保護する計画を
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束敬義・渡辺守
表５回答者の環境セミナー受講歴
これまでに開催した環境セミナーの受講頻度について教えてください。
2004(Ｈ16)年度３回（於伊勢庁舎） 全回
１．２回
０回
４（33％）
５（42％）
３（25％）
2003(Ｈ15)年度１１回（於伊勢庁舎） 全回
半分より多い
半分
半分未満
０回
無回答
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
％
％
％
％
％
％
８
３
５
８
８
７
３
２
１
く
く
く
く
く
く
１
４
３
１
１
２
2002(Hl4)年度９回（於伊勢庁舎） 全回
半分より多い
半分
半分未満
０回
無回答
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
％
％
％
％
％
％
８
２
０
０
５
５
４
２
２
く
く
く
く
く
く
１
５
０
０
３
３
2001(Hl3)年度８回（於三重大学） 全回
半分より多い
半分
半分未満
0回
無回答
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
％
％
％
％
％
％
０
５
０
８
２
５
２
４
２
く
く
く
く
く
く
０
３
０
１
５
３
2000(Ｈ12)年度５回（於三重大学） 全回
半分より多い
半分
半分未満
０回
無回答
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
％
％
％
％
％
％
０
７
０
０
０
３
１
５
３
く
く
く
く
く
く
０
２
０
０
６
４
表６環境セミナーの必要性についての回答
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
％
％
％
％
３
７
０
０
８
１
く
く
く
く
０
２
０
０
１はい
ややはい
ややいいえ
いいえ
自然環境保全に配慮した工事にかかり、大学
等の専門家による助言は必要だと思いますか。
５（42％）
５（42％）
１（８％）
1（８％）
０（０％）
１（10％）
４（40％）
１（10％）
０（０％）
４（40％）
０（０％）
はい
ややはい
どちらともいえない
ややいいえ
いいえ
工事を施工する際
工事を計画する際
上司または本庁に説明する際
自然保護団体等への対応
環境アドバイザー等から指導を受ける際
その他
今回のような生態学の基礎を中心とした環境
セミナーは業務に役立つと思いますか。
｢はい｣、「ややはい」と答えた方にお聞き
します。どんな場面で役立ちますか。
基礎的な学習より必要
基礎的な学習と併せて必要
必要ない
どちらともいえない
その他
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
％
％
％
％
％
５
７
０
８
０
２
６
く
く
く
Ｉ
く
３
８
０
１
０
保全に直接関係する動植物の生態にかかるセ
ミナーは必要だと思いますか。
－７８－
｢(仮称）三重県宮111流域下水道浄化センター」建設に伴う絶滅危倶禰上ヌマイトトンポ生息地の保全と衝||Ⅲ：工事担当職員等に対する生態学セミナーの実施
立てるのは不可能であった。たとえば、自然環境保全のため、自然愛好家や環境保護団体が市街地に小
さな池を作り、蜻蛉目昆虫を呼び寄せた例はよくみられるが（長田ら，1997)、実際には攪乱された環
境へ進出できるｒ－戦略者的な種を飛来させたにとどまっている（渡辺，1999)。このような小卵多産
で繁殖力が高く、もともと広範囲を移動している蜻蛉目成虫が飛来しても、その場所の自然環境が保全
された結果とはいえない。多額の費用と労力を費やしたとしても、断片的・側面的な知識による活動で
は、対象となる生物の全生活史にわたる生態や生息環境などを定量的かつ総合的に考えた保全対策がで
きないのである（日本生態学会，2004)。したがって、実際に工事を計画・施工する担当者が、生物学
を学べなかった教育・研修システムには問題があるかもしれない。
頻繁に行なわれる人事異動により、所属が短期間に変わるため、すべてのアンケートの回答者が
2000年度からセミナーを受講できる職場に勤務していたわけではなかった。２０００年度と２００１年度に三
重大学で行なったセミナーを受講していたのは、それぞれ２名と４名に過ぎない（表５）。開催場所が
ミチゲーションの現場を担当する職員の勤務場所となってからも、２００２年度からが６名、２００３年度か
らが９名、2004年度からが９名、セミナーを受講していた。アンケートに回答した職員は、在職期間
中にできる限りセミナーに出席していたようである。しかし、セミナーで熱心に生態学の基礎を学び、
ヒヌマイトトンボの保護に努力しても、何年かすれば他の職場に異動してしまう。新しく配属された職
員に対しては最初からセミナーをやり直さなければならず、その内容は、逆に、留任した職員にとって
は、退屈なものにちがいない。今後、職員の個人的努力を要求するだけでなく、人事異動による担当職
員の交代を見据えたセミナーのプログラムを考える必要があろう。
すべての回答者が、工事の方法や保全対策について、専門家の助言が必要と考えていた（表６)。助言を
理解するためには、生態学的な基礎知識をもたねばならない。しかし、工事に関わる職員とっては、彼らが
それまでにもっていた知識だけでは、助言を理解し、業務を遂行することに困難の生じた場合があったようで
ある。ほとんどの職員が生態学的知識の基礎の修得を目的としたセミナーは業務に役立つと回答し、その半
数近くは「環境アドバイザー等から指導を受ける際」に役立つと答えていた。保全対象となる生物の知識だ
けでは解決できないとの実感は、基礎の学習をかなり重要視させたようである。保全に直接関係する動植物
の生態にかかるセミナーが「基礎的な学習より必要」と回答したのはわずか３名であり、８名が「基礎的な
学習と併せて必要」と回答していた。下水道浄化センターの建設とヒヌマイトトンボの保護の両立に直面し、
現場で保護のための努力と試行錯誤を重ねる中で、認識した結果かもしれない。
三重県では、職員の人材育成と能力開発を行ない、質の高い行政サービスを展開するため、人材育成
ビジョン（1997年）や第２次職員研修推進計画（2002年）を策定し、様々な研修を行なってきている。
しかし、公共工事に関わる職員が業務上で生態学的知識の基礎を研修する場はなく、今回のようなセミ
ナーと組み合わせた希少生物の保護の成功例は、工事担当者の意欲と努力に委ねられた特殊例といえる
かもしれない。今後、公共工事における自然環境保全策を効果的・効率的に考えるには、大学等の専門
的組織と連携し、職員が生態学の基礎的知識を修得できる機会を作るべきであると考えられた。
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